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各方!百の救撲に感謝

"ヲ ぞ凡フ

日
ぞ
覆
う
水
躍
の
爪
跡

損
害
十
九
億
に
上
る

kμ

・己、一
九
・
雄
々
し
f

、
復
興
へ

七
月
二
十
五
、

二
十
六
日
の
両
日
大
村
山
方
を
襲
っ
た
空
間
の
豪
雨
は
、
気
虫
庁
始
ま
っ

て
以
来
の
記
録
と
い
わ
れ
、
二
十
1
日
午
前
九
時
か
ら
翌
け
ま
で
の
二
十
山
時
間
の
降
雨

量
が
七
二
九
・
五
ミ
リ
に
と
り、

一
時
間
の
壮
大
降
雨
量
は

一四
0
・
五
ミ
リ
そ
示
し
た

り

こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
市
内
は
一

瞬
に
し
て
濁
流
に
お
お
わ
れ
、

尊
い
犠
牲
者
、
重
働
者
、
住
家

の
全
壊
、
流
失
、
道
路
、
河
川

橋
梁
、
商
工
業
、
農
産
物
、

そ

の
他
別
表
の
被
害
調
書
の
と
お

り
、
被
害
総
額
だ
け
で
句
、

実

に
十
九
億
一
干
三
百
三
十
五
万

一
千
円
と
い
う
ぼ
う
大
な
数
字

に
上
っ
て
い
る
。

市
災
害
対
策
本
部
で
は
、
全
市
民

の
協
力
と
陸
海
自
衛
隊
、
海
上
保

安
本
部
、
警
察
、
消
防
、
学
生
、

青
年
間
、
婦
人
会
、
ポ
l
イ
ス
カ

よだ政市村大昭和 32年 8月 10日(ー)

測
量
仁
ご
協
力
を

(市民主)君主 t't)'!~~Jin;1壬 ， J I ・行に ‘I~ 況を泊~I)Jする大|二jil'i長
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l.-

を

綴.. 
しノ

保

存

し

て

て

L 、

O 

# 

、-

さ

一凍早
主
木
事
務
所
で
は
今
次
災
害
に
と
も
な
い
大
村
市
内
の
民
間
附
有
地
に
立
入
っ
て
今
月
末
ヱ
で
の
問
、
州
市

一一伝
説
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
は
こ
の
胃
仰
」
円
山
ポ
の
上
ど
協
力
を
お
聞
い
し
立
す
。

(韻
設
課
)

ろ
、
十

一
町
歩
齢
什
九
崎
、
木

i
一引
の
役
一引
に
当
つ
て
は
、
現

そ
の
他
ニ
町
)
か
が
め
ら
れ、

一
いい
，州
立
勺
早
急
に
ワ
つ
が
、
こ
の

北
松
の
市
町
付
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
一た
め
に
保
列
カ
ら
の
応
山内
技
術
者

ト
バ
台
分
の
送
げ
が
あ
り
、
さ

が

十
一ニ
U
到
着
の
予
定
で
あ
る
。

主
義
か
急
援
山
室
一

ら
れ
る
予
定
ご
、
こ
れ
に
よ
っ
一

て
十

川
歩
の
州
村
が
で
き
る
一

こ

と

と

ェ

っ

た

。

一

日
お
町
内
か
ら
の
教
般
的
に
つ
一

い
て
に
、

他
の
植
付
可
能
の
水
一

回
に
崎
え
る
予
定
寸
あ
る
。
一

部
落
て
も
組
織
を

め の れ 外 復
桁復るの IH
導 11オの事 一1:
J浸組で業事
以]車検 、カ〈 の
すを と相 rj=l
る市 n当 で
万 内 は あ f丞|
針 全部る障

制問、二 輪山明開明務なで域落と楠

(0物資の整!!ffl:汗をながす婦人会員雲長産 管虫判|土作業lζ懸命の大村部隊員fこちと市民
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法
人
組
合
の
み
が
対
象

商

工

中

金

の

融

資

置

三

年

)

。

一

補

修

の

場

合

住

宅

規

模

に

つ

一

諌

早

鯨

税

事

務

所

は

兎
内
外
か
ら
応
般
に
は
せ
つ
け
て

補
修
の
場
合
八
年
以
内

(据
置
一

い
て
は

制

限

い

な

い

。

一

際

農

試

へ

移

転

一

連
H
奮
斗
を
続
け
て
い
る
技
術
一員

一年
)
。

一

ム

借

家

、

間

借

で

あ

っ

て

も

流

失

一

一

の
人
々
に
作
業
後
ゆ
っ
く
り
宿
舎

⑤
住
宅
の
規
模
一
の
場
合
は
融
資
の
対
象
と
な
る
。
一
長
崎
県
諌
阜
県
税
事
務
所
は
災
害
一で
く
つ
ろ
い
で
も
ら
お
う
と
い
う

新
築
の
場
合
ム
受
付
場
所
大
村
市
役
所
建
設
一
の
た
め
、
諌
早
市
永
島
町
長
崎
県
一
是
の
有
E
B

感
謝
攻
し
ま
す

水
害
見
舞
金
口
問

(八
月
一
日

t
八
日
・
政
称
略
)

業
者
に
対
し
乙
ん
ど
の
水
一
ま
ず
か
ら
、
至
急
商
工
水
産
課

う
な
場
合
、
復
旧
資
金
の
一

へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
商
一
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「法
人
組

の
融
資
は
組
織
の
あ
る
組
一
合
組
織
の
手
前
」
を
単
備
し
て
お

が
貸
付
の
対
象
と
な
り
、
一
り
、
組
合
設
立
に
つ
い
て
ど
相
談

組
合
は
貸
付
の
対
象
と
な
一
に
応
じ
ま
す
。

ん
の
で
、
乙
の
際
法
に
基
一
(
商
工
水
産
課
)

を
設
立
い
た
じ
ま
し
ょ
う
一

任
意
組
合
の
方
は
、
法
人
一

設
立
の
手
続
申
で
あ
れ
ば
一

融
資
あ
っ
せ
ん
を
い
た
し
一

くり任合工貸害中
特組現組ま意だ中出の小
に台在合せのけ金がよ 企昭，32.8.710時現在 〉

区竺竺別|被害見積額
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8.529ク

7名

56戸

i4ク

502ク

況

(流失を含む、)

槙

損

者

間

働

上
下

欣
被害窺槙

不

破

害

壊

部

被

方

被害種別

死

行

軍

屋

大村市

家

非
住
家

住

住

人

コ
戸
当
り
四
坪

102ケ所

8.900件

壊

壊

水

崩漉

品 ・その{也

/jjj 

倒

投

投

冠

坦

埋

山

地

・備

流失

流失

畑

財

敷

家

聞

畑

回

農

作
地

農

議

作

物

土

婦
人
部
ム
二
万
円
鹿
児
島
県
市
長
一
万
円
大
阪
府
市
長
会
ム
二
万
円
日

会
ム
一
万
吋
佐
賀
県
知
事
ム
一
万
一
田
市
長
ム
百
円
島
田
百
合
子
(
滋

円
八
幡
市
日
赤
奉
仕
団
ム
五
百
円
一
到
県
龍
王
町
)ム
百
円
渡
辺
伯
郡
(京

西
村
鶴
子
(
乾
馬
場
郷
)
ム
十
五
都
市
)
ム
十
万
円
親
和
銀
行
(
佐

L913.~51千円計現在までに判明せる被害見積総額

社宅口屋
郷市

東ム '--"'--" 
京一ムム
都万百五
) 円円百
ム 中中円
十庭 島吉
;庁、Uf劇 団
円盤(亀
僧株原次
li司式口(
市会佳 j京

フ

了

ム

十
万
円
大
村
会
東
京
支
制
ム
二
万
円
名
古
屋
市
長

三
万
円
兵
庫
保
市
)
ム
十
万
円
十
八
銀
行
(
長
一
長
ム
五
万
円
高
知
県
市
長
会
ム
五

か
ら
二
十
坪
ま
で
、
お
お
む

ね

一

課

業

試

験

場

内

に

仮

事

務

所

を

設

一

万
円
大
村
遊
技
場
組
合
ム
五
万
円
一県
市
長
会
ム
一
万

松
浦
市
長
ム

一
崎
市
)
ム
五
万
円
全
国
モ
ー
タ
ー
百
円
全
国
市
長
会
ム
五
万
円
全
凶

住
宅
部
分
が
半
分
以
上
あ
る
と
一
な
お
、
申
込
期
間
は
八
月
十
一
一
豆
寵
し
て
い
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
一

佐

世
保
市
長
ム
五
千
二
十
円
在
日

一古
屋
代
表
ス
デ
ラ
レ
ル
ム
一ボ
l
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
議
官
有
物
件
災
害
共
済
会
ム
五
百
円

き
は
庖
舗
、
事
務
所
に
も
貸
付
一
か
ら
八
月
末
日
ま
で
。
一
す
。
(
臨
時
寵
話
一
二
、
三
四
四
者
)
一
国
保
料
七
月
分
十
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
大
村
支
部
ム

一五
万
円
静
附
県
市
一
会
ム
十
万
円
一
京
都
)
会
一
千
円
笠
見
瑞
穂
(
水
石
田
荘
卒

(
東
京
都
)
ム
二
千
円

け
ら
れ
る。

一

(

建

設

課

)

一

(庶
務
課
)

一
納
期
を
一
カ
月
延
長
一
一
一
十
万
円
大
阪
市
長
ム
万
円
長
一熊
本
県
市
長
会
ム
二
千
円
長
崎
県
吉
町
)
ム
一
万
円
佐
世
保
庶
民
宿
十
佐
世
保
市
母
子
連
盟
ム
千
五
百
円

一

v
p
i
-
-
t
i
i
i
J
一

一

崎

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
会
ハ
宗
教
連
盟
大
村
支
部
ム
ニ
千
円
大
一
用
金
庫
ム
五
万
円
宮
崎
県
七
市
長
川
棚
町
役
場
職
員
一
同
ム
二
万
三

一

時

一
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滋
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が
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落
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。
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西
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京
都
市
の
小
学
一
年
生
渡
辺

象
君
は
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新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
大
水

が
出
た
乙
と
を
聞
い
た
の
で
、
お

小
遣
い
を
貯
め
て
百
円
お
く
り
ま

し
た
u
み
な
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
u
」

と
百
円
送
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イ
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田
荘
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巾
東
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八
五
二
)
は
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ジ
オ
東
京
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イ
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「大
村
の
雨
量
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何
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か
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に
当
選
、
そ
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賞
金
五

百
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国
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と
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託
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て
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